
          奈良県では、5 月 11 日（土）～20 日（月）の「春の交通安全県民運動」に先駆けて、5 月 9 日（木）にいかるがホールにおいて「春の交通安全県民大会」を開催し、約 700 名に方にご参加いただきました。  当日は、奈良県警察音楽隊によるウェルカム演奏からはじまり、第 1部では、主催者・来賓挨拶、交通安全功労者・団体の表彰、交通安全宣言を行いました。 
      警察音楽隊によるウェルカム演奏           村井副知事による主催者挨拶 

 

           交通安全校両者・団体表彰                     交通安全宣言 
  第 2 部では、追手門学院大学 教授 東 正訓 氏による講演「奈良県の高齢歩行者の安全について考える－奈良県の交通情勢・高齢歩行者の特徴・みんなでとりくむ対策にいて」、チーム『キッズポリス』によるダンス「いかのおすし一人前」を行い、参加者の皆様と春の交通安全県民運動の気運を高めました。 
              

                     東 正訓 氏による講演                  チーム『キッズポリス』によるダンス 

県内の交通事故発生状況（平成 31 年 3 月末現在） 

2019 年春の交通安全県⺠⼤会を開催しました 

人身事故発生件数： ８４０件 死 者 数：   ９人 （前年同期比：  −１６８件） （前年同期比：   ±０人） 


